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「自分の命は自分で守る」第２弾 ～ 避難訓練（地震）～

昨日、地震を想定した避難訓練を行い、子どもたちと職員が地震があったときの基本的な行動を
確認しました。
授業中の訓練だったので、子どもたちは先生たちの指示に従って、頭を守り、速やかに集合場所

の駐車場に集まることができました。「お・か・し・も（おさない・かけない・しゃべらない・もど
らない）」の約束も守れていました。校長からは、地震はいつ起こるか分からないので、自分の命を
守るために学校の様々な場所にいたときの避難経路も確かめてほしいことをお願いしました。終わ
りの会で、１年生高橋●●さん、２年生加藤●●さん、３年生村上●●さん、４年生國安●●さん、
５年生三浦●●さん、６年生古村●●さんが活動を終えての感想を発表しました。

大人は日本海中部地震(1983)、阪神淡路大震災（1995）
東日本大震災（2011）等の大きな災害を経験していますが、
経験していない子どもにとっては、その怖さを実感して備
えることは簡単ではありません。これからも、油断せず、
慌てず落ち着いて行動できるよう、折にふれて指導を繰り
返していきたいと思っています。ご家庭でも、災害への備
えについて話題にしてくださるようお願いします。 今後、
７月１７日（金）には「地区合同引渡訓練」を予定しいま
す。

５月２５日（月）、今年もさくらファームさんのご厚意に
より、田植えを行うことができました。
ご指導いただいた田村さんから「植物と動物の大きな違

いは、ほとんどの植物は自分で食べ物を取りには動けない。
だからていねいに育てなければならない」とお話がありまし
た。
昨年も経験しているせいか、５年生には慣れた手つきの子

どもたちもたくさんおり感心しました。毎年子どもたちの成
長に関わる貴重な体験を支えてくださる、さくらファームの
皆様に心からお礼申し上げます。子どもたちは感謝の手紙を
書きました。

５年 草彅●●さん
さくらファームのみなさん、僕は田植えで苗の植え方や大切さなどを学びました。田村先生

から苗は生き物だと教えてもらったときに、自分たちが当たり前のように食べているご飯も時
間をかけてずっと生きてきたんだなと思いました。今回は二回目だったので前回や今回教えて
もらったことをいかして苗を植えることができてよかったです。植えた苗が元気に育ち、おいし
いお米になってほしいです。

５年 草彅●●さん
さくらファームの方々へ 苗を植えて少しむずかしかったです。なぜなら、かたまりから５

本以内をとって、速くやさしく、ていねいに植えるのがむずかしかったからです。これから、
また田植えをする機会があったら習ったことをいかして苗を植えたいです。わざわざ時間をさ
いて田植えを教えてくださり、ありがとうございました。

豊成中学校の編入統合に伴う中仙中学校の制服等について

別紙「豊成中学校の編入統合に伴う中仙中学校の制服等について」にあるように、中
仙中学校の新しい制服のサンプルが、６月５日（金）、８日（月）、９日（火）の３日間、
本校に展示となります。放課後～１８：３０頃に玄関付近に展示する予定です。短い期
間で申し訳ありませんが、ご覧いただき、どのタイプがよいか、ご意見をいただければ
ありがたいです。展示の期日が近くなりましたら、再度お知らせします。

４・５年生の田植え
～ ふるさとの人・土にふれながら ～


